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約
三
割
の
勤
労
者
世
帯
で
過
去
一
年
間
の

世
帯
収
支
が
赤
字
だ
っ
た
―
―
こ
ん
な
調
査

結
果
が
連
合
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
連
合

総
研
（
薦
田
隆
成
所
長
）
の
「
第
二
三
回
勤

労
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
年
前
の

調
査
結
果
（
二
〇
一
一
年
四
月
、
第
二
一
回

調
査
）
と
比
較
す
る
と
、「
赤
字
」「
黒
字
」
と

も
に
僅
か
で
は
あ
る
が
増
え
て
お
り
、
家
計

収
支
の
二
極
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
約
八
割
の
世
帯
が
日
頃
の
生
活

で
「
支
出
を
控
え
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。
調
査
は
、
勤
労
者
の
生
活
改
善
を
検
討

す
る
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ
収
集
を
目
的
と

し
て
、
〇
一
年
以
来
、
首
都
圏
、
関
西
圏
に

住
む
勤
労
者
を
対
象
に
毎
年
四
月
と
一
〇
月

に
実
施
し
て
い
る
も
の
。
昨
年
四
月
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
実
施
し
て

お
り
、
今
回
調
査
で
は
、
一
八
七
四
人
の
回

答
を
得
て
い
る
。

40
～
50
歳
代
世
帯
と
非
正
社
員
世
帯

の
収
支
の
厳
し
さ
が
浮
き
彫
り
に

　

調
査
に
よ
る
と
、
過
去
一
年
間
の
世
帯
支

出
に
つ
い
て
、三
〇
・
四
％
の
人
が
「
赤
字
」

（「
か
な
り
赤
字
」「
や
や
赤
字
」
の
合
計
）

と
回
答
。「
赤
字
」の
割
合
は
、「
黒
字
」（
三
一
・

一
％
、「
か
な
り
黒
字
」「
や
や
黒
字
」の
合
計
）

と
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
も
の
の
、
三
世
帯
に

一
世
帯
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る（
図
１
）。

「
赤
字
」
の
割
合
は
、
調
査
開
始
以
来
で
過

去
最
高
だ
っ
た
一
昨
年
調
査
（
一
〇
年
四
月
、

第
一
九
回
調
査
）と
比
べ
る
と
、若
干
下
が
っ

た
が
、
昨
年
調
査
（
一
一
年
四
月
、
二
九
・

一
％
）
よ
り
も
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「
黒
字
」
の
割
合
も
、
昨
年
調
査
（
三

〇
・
〇
％
）
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
お
り
、

調
査
は
、「
家
計
収
支
の
二
極
化
傾
向
が
確
認

で
き
る
」
と
分
析
し
て
い

る
。

　

家
計
収
支
を
世
帯
年
収

で
み
る
と
、
四
〇
〇
万
円

未
満
世
帯
で
は
、
四
三
・

六
％
が
「
赤
字
」
だ
と
し

て
お
り
、「
黒
字
」は
二
〇
・

八
％
と
約
二 

割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
性
別
・
雇

用
形
態
別
で
み
る
と
、
男

性
・
正
社
員
、
女
性
・
正

社
員
の
「
赤
字
」
が
そ
れ

ぞ
れ
二
八
・
九
％
、
二
五
・

〇
％
な
の
に
対
し
て
、
男

性
・
非
正
社
員
で
は
四
〇
・

八
％
、
女
性
・
非
正
社
員

で
三
五
・
〇
％
と
、
と
も

に
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上

「
赤
字
」割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
非
正
社
員
の
世

帯
家
計
の
厳
し
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
を
年
代
別
に
み

る
と
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
の
「
赤
字
」

割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
・
一
％
、
二
六
・
七
％

な
の
に
対
し
て
、
四
〇
歳
代
で
三
三
・
三
％
、

五
〇
歳
代
で
は
四
二
・
八
％
と
大
幅
に
「
赤

字
」
家
計
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
年
収
四
〇
〇
万
円
未
満
、
非
正
規
労

働
者
、
中
高
年
の
家
計
に
お
い
て
「
赤
字
」

が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
て
お
り
、調
査
は「
中

年
層
に
お
け
る
教
育
費
負
担
、
非
正
規
労
働

者
に
お
け
る
所
得
の
不
安
定
さ
が
赤
字
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
」
と
分
析
し
て

い
る
。

８
割
強
の
世
帯
が
「
支
出
を
切
り
詰

め
て
い
る
」

　

厳
し
い
家
計
か
ら
、
八
二
・
二
％
の
世
帯

が
日
頃
の
生
活
で
の
「
支
出
を
切
り
詰
め
て

い
る
」
と
回
答
。
と
く
に
、
世
代
別
で
は
五

〇
歳
代
（
八
六
・
二
％
）、
就
業
形
態
別
で

ト
ピ
ッ
ク
ス

勤
労
者
生
活

1

約
３
割
の
世
帯
収
支
が
赤
字
―
連
合
総
研
調
査
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図１　過去 1年間に世帯収支が赤字だった割合
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図２　世帯で切り詰めた支出内容の割合

(注) 各費目について、「切り詰めている」と回答した家計の比率を示している。
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は
非
正
社
員
（
八
五
・
三
％
）
の
割
合
が
高

い
の
が
目
立
つ
。
世
帯
収
入
見
通
し
が
「
減

る
」
世
帯
や
収
支
見
通
し
が
「
悪
化
」
す
る

世
帯
で
「
収
支
を
切
り
詰
め
て
い
る
」
割
合

（
そ
れ
ぞ
れ
、
八
九
・
八
％
、
九
一
・
三
％
）

が
高
い
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

見
込
み
が
「
増
加
・
改
善
」
す
る
世
帯
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
八
一
・
五
％
、
八
七
・
五
％
と
八

割
以
上
が
切
り
詰
め
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
費
目
を
あ
げ
て
、
切
り
詰
め
て

い
る
か
ど
う
か
聞
い
た
問
い
で
は
、「
衣
料

品
」「
外
食
」「
遊
興
交
際
費
」「
理
美
容
費
」「
耐

久
消
費
財
」「
交
通
・
通
信
費
」
に
つ
い
て
、

過
半
数
が
費
用
を
切
り
詰
め
て
い
る
と
し
て

い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、
五
九
・
二
％
、
五
六
・

九
％
、
五
三
・
五
％
、
五
三
・
二
％
、
五
一
・

五
％
、
五
〇
・
二
％
）。
ま
た
、
必
要
性
の

高
い
「
医
療
費
」
の
支
出
を
抑
え
て
い
る
人

も
二
六
・
三
％
と
、
四
人
に
一
人
の
割
合
と

な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　

世
帯
の
貯
蓄
額
に
つ
い
て
聞
い
た
問
で
は
、

「
一
〇
〇
万
円
未
満
」の
割
合
が
二
四
・
七
％

と
も
っ
と
も
高
く
、
四
分
の
一
を
占
め
て
い

る
。
次
い
で「
一
〇
〇
～
三
〇
〇
万
円
未
満
」

が
一
六
・
三
％
、「
三
〇
〇
～
五
〇
〇
万
円
未

満
」
で
一
二
・
三
％
、「
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇

万
円
未
満
」
は
九
・
一
％
、「
一
〇
〇
〇
～
二

〇
〇
〇
万
円
未
満
」
が
七
・
三
％
、「
二
〇
〇

〇
万
円
以
上
」
で
は
七
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
。一
年
前
と
比
べ
た
増
減
で
は
、「
減
っ
た
」

割
合
が
三
二
・
一
％
。「
蓄
え
は
な
い
」（
六
・

七
％
）
と
合
わ
せ
る
と
約
四
割
が
家
計
に
余

裕
が
な
い
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

経
営
認
識
は
好
転
す
る
も
の
の
、
賃

金
に
つ
い
て
は
悲
観
的

　

一
年
前
と
比
べ
た
勤
め
先
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
の
認
識
を
聞
い
た
問
で
は
、「
改
善
」

割
合
（「
か
な
り
良
く
な
っ
た
」「
や
や
良
く

な
っ
た
」
の
合
計
）
か
ら
「
悪
化
」
割
合
（「
か

な
り
悪
く
な
っ
た
」「
や
や
悪
く
な
っ
た
」
の

合
計
）
を
引
い
た
経
営
認
識
Ｄ
．
Ｉ
．
が
マ

イ
ナ
ス
一
七
・
九
と
、「
悪
化
」
割
合
が
高
い

も
の
の
、
前
回
調
査
（
一
一
年
一
〇
月
）
と

比
べ
て
二
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
お
り
、

経
営
状
況
悪
化
の
見
方
が
弱
ま
っ
て
い
る
。

一
年
後
の
見
込
み
の
経
営
認
識
Ｄ
．
Ｉ
．
は

マ
イ
ナ
ス
九
・
六
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と

し
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
る
も
の
の
、
実
績
よ

り
も
さ
ら
に
改
善
傾
向
で
、
経
営
回
復
の
兆

し
が
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
賃
金
収
入
の
一
年
後
の
見
込
み

に
つ
い
て
は
、「
増
え
る
」（「
か
な
り
増
え

る
」「
や
や
増
え
る
」
の
合
計
）
と
す
る
の
は

一
八
・
〇
％
と
低
く
、「
減
る
」
割
合
（
二
六
・

五
％
、「
か
な
り
減
る
」「
や
や
減
る
」の
合
計
）

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
賃
金
回
復
へ
の

見
通
し
は
厳
し
い
よ
う
だ
（
図
３
）。

消
費
ア
ッ
プ
に
は
所
得
ア
ッ
プ
が
重
要

　

と
は
い
え
、
今
後
一
年
の
消
費
見
通
し
を

消
費
Ｄ
．
Ｉ
．（「
増
え
る
」
割
合
か
ら
「
減

る
」
割
合
を
引
い
た
指
標
）
で
み
る
と
、
プ

ラ
ス
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
と
一
昨
年
調
査
以
来

の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
久
々
に
好
転
し
て
い
る
。

こ
れ
を
回
答
者
の
属
性
で
み
る
と
、
今
後
の

収
入
見
通
し
が
「
増
加
す
る
」
と
し
て
い
る

人
の
四
四
・
四
％
で
、
消
費
見
込
み
が
「
増

え
る
」
と
し
て
お
り
、
調
査
は
「
消
費
増
加

に
と
っ
て
、
所
得
見
通
し
が
重
要
で
あ
る
」

と
分
析
し
て
い
る
（
図
４
）。

　

雇
用
不
安
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
年
間
に

失
業
す
る
不
安
を
「
感
じ
る
」
と
す
る
人
が

三
八
・
一
％
で
、
三
人
に
一
人
以
上
の
割
合

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
性
別
・
雇
用
形
態

別
に
み
る
と
、
と
く
に
男
性
・
非
正
社
員
で

不
安
を
「
感
じ
る
」
割
合
が
高
く
、
五
八
・

五
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
女
性
・
非

正
社
員
で
不
安
を
「
感
じ
る
」
の
は
三
七
・

六
％
。
男
性
・
正
社
員
、
女
性
・
正
社
員
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
六
・
六
％
、
三
四
・
一
％

と
な
っ
て
い
る
。

過
半
数
が
今
も
節
電
を
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
聞
い
て
お
り
、
震
災
後
一
年
を
経
過
し

た
現
在
で
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
は
、「
節

電
」
の
割
合
が
五
一
・
九
％
と
も
っ
と
も
高

く
、
次
い
で
「
家
族
と
の
時
間
を
増
や
す
」

が
四
五
・
五
％
と
高
水
準
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、「
被
災
地
の
産
品
購
入
」が
二
四
・

五
％
、「
外
食
・
贅
沢
品
の
買
い
控
え
」
が
二

三
・
六
％
、「
防
災
品
の
購
入
」
が
二
一
・
七
％

「
貯
金
・
保
険
」
が
一
五
・
一
％
、「
募
金
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
五
・
八
％
、「
放
射
能
汚

染
を
警
戒
し
た
避
難
」
が
五
・
〇
％
と
な
っ

て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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図３　1年後の賃金収入の増減
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年
齢
階
級

就
業

形
態

借
入

収
支
見
通
し
物
価
見
通
し


